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山梨の禅宗文化 

禅宗と女性の講演 
４月 19日山梨県博物館『禅宗と女性』の

講演会がありました。恵林寺の古川周賢住

職が講師とあって大勢集まりました。 

仏教を開いたお釈迦様は最初、女性の出

家を厳しく拒絶しましたが、男性僧に対し

て女性僧が守るべき尊敬法を定めることで

認め、女性僧は男性僧よりも低い立場とし

ました。仏教はインドから中国そして日本

に大乗仏教として渡ってきました。大乗仏

教の根本は「空」ですので思想的には男女

の区別は無いのですが、社会的な認知と教

団運営上の問題もあり、男女の差別はなく

なることはなかったようです。 

日本における女性禅者は、嵯峨天皇の皇

后(橘嘉智子 786～850年)だったそうです。

仏教への信仰が篤く、唐から義空を招き、

初対面で悟りを開いたとそうです。檀林寺

を創建して講義を行わせたそうです。 

慧春尼(～1408年)という方は、絶世の美

女でしたが 30歳を過ぎた頃お兄さんである

了庵慧明に得度をもとめましたが断わられ

たため火鉢の鉄箸を焼いて顔に押し当てた

そうです。出家の決意の固さをみて認めざ

るをえなかったそうです。また、兄が開山

した最乗寺の三門前の岩に柴棚を組んで、

自ら着火して火定したそうです。末期にお

いてお兄さんが熱さを聞くと「冷熱は生道

人の知る所にあらず。と答えたそうです。

女性は一途に思いつめるからでしょうか？ 

甲斐の女性信徒、蘭渓宗秀(北条夫人の侍

局)の話がありました。武田勝頼の北條夫人

の侍女は、夫人と一緒に教えをうけていま 

 

 

した。ある時夫人は山僧に法諱雅号を頂きた

いとお願いしますと、侍女もまた名字を求め

ます。すると僧はそれに答えて雅号を与えま

した。侍女は更に字の偈を求めます。蘭渓と

いう雅号は、蘭は香りの優れたもので『孔子

家語』には徳の優れた善き人と一緒にいるの

は高貴な植物・芝蘭が飾られている部屋に入

るようなものです。慣れて香りも感じられな

くなっても自然に徳が身につくものですか

ら。〔あなたは北條夫人の徳が自然に身に着

いたのです）と案に北条夫人を称える雅号で

あったと説明しました。 

柳澤吉保の側室染子は吉里を出産した後、

3人の子どもをたて続けに幼いうちに死なせ

てしまいます。吉保は悲嘆にくれる染子を参

禅を勧めました。染子は浄土の信仰を持って

いたこともあり、禅の門を叩き印可を受ける

までになります。吉保は黄檗宗の永慶寺を甲

府市岩窪に創建している程の信仰を持った

人でした。企画展の『山梨の禅宗文化』には

柳沢家と永慶寺のコーナーもありました。 

その企画展には第 1章「甲斐における禅宗

の萌芽」で、蘭渓道隆と夢窓国師が取り上げ

られていました。ギャラリートークでは、夢

窓国師は９歳から１８歳まで平塩寺で密教

の教えを学びその後禅の道に進みましたと

説明されていました。夢窓国師が椅子に座っ

た像が 3体あり、真ん中の古長禅寺の像は七

回忌の時に造られたものでした。像や肖像画

はすべてなで肩で頭が少しとがっているの

が特徴だとも話されていました。甥にあたる

春屋妙葩の偈頌があり、亡くなる前日に書い

たという書が出品してありました。左に流れ

るように最後の力を出して書かれ痕跡があ

る書でした。 

 


